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あらまし：本研究では情報構造指向アプローチにより，学習対象の構造を分析し，その結果考えられる学

習活動を支援するシステムの設計・開発を行なっている．よって学習活動とは，学習対象の構造を理解す

ることとして捉えられ，この時の理解には，与えられた完備情報から対象を抽象化することによる分析的

理解と，与えられた部分情報から逐次的に対象を具象化することによる生成的理解の二種類が考えられる．

本稿ではこれらの理解から問題解決と作成の違いを，具体的に算数の文章題に適用して考察する． 
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1. はじめに 

知的学習支援の分野における一つのアプローチと

して，情報構造指向（information-structure oriented）

というものが提案されている(1)．このアプローチは，

従来から行われている教育・学習活動からではなく，

学習対象の持つ情報を分析した構造から発想できる

学習方法をシステムとして実現するものである．こ

の考え方に基づけば，学習とは学習対象の持つ構造

を習得することであると捉え直すことができる．ま

た学習対象の構造を明らかにすることで，その構造

を学習するための既存の学習課題についても分析す

ることが可能である． 

これらの背景に基づき，筆者らは学習対象の情報

構造を学習者が意識して扱うことで，その構造の獲

得と定着を促進する学習支援システムの開発を行な

っている(2)．本稿では情報構造的に捉えた問題解決

と作問学習の違いと，算数を対象としたその実例に

ついて考察する． 

 

2. 問題解決と問題作成 

情報構造の存在を前提とすると，ある対象を理解

しようとするとき，二種類の理解の仕方があると考

えられる．一つは対象について与えられた情報全て

を包括的に分析する理解であり，ここでは分析的理

解と呼ぶ．そしてもう一つは，与えられた情報を段

階的に解釈し，候補を生成して予測的に理解するこ

とで，生成的理解と呼ぶ．これを問題演習に対して

適用してみる． 

問題演習とは学習者が獲得した知識を問題に対し

て用いてみる活動であり，知識を単に覚えるだけで

はなく，習得，利用するために不可欠な活動である．

問題演習として一般的には，問題解決演習が行われ

ている．この演習において学習者は，条件として解

決に必要な情報を全て与えられた上で，その問題を

抽象化，すなわち解法を導出することを求められる．

従ってこのような演習は構造の分析的理解を行なっ

ているといえる． 

問題解決演習に対して，解法についてより深く意

識するための演習として，問題作成演習（作問）が

提案されている(3)．この演習では，問題を作成する

ための条件の一部を与えられ，適用可能な問題の構

造を用いて問題を具象化，すなわち生成することを

求められる．従ってこのような演習は，作成が求め

られる問題の生成的理解を行なっているといえる． 

 

3. 算数文章題における問題の解決と作成 

3.1 数量関係的物語とその分析的理解 

ここでは算数の文章題のベースとなる数量関係物

語として，二項の加減算で表されるものを対象に行

った分析を概説する(4)．図 1 の上部に物語の例を示

す．数量関係物語は，数量の存在を表す文（存在文）

二つと，それらの関係を表す文（関係文）一つで構

成される．物語は，合併，変化，比較の 3つに分類

され，変化は増加と減少，比較は超過と不足で区別

できる．これらの物語の種類を特徴づけるのは関係

文であり，他の二つの存在文で示される数により，

物語の数量関係が構築される．存在文はカウントで

きる物事の存在を示すものだが，物語中での役割に

よって，図 1下部で示すような種類があり，これら

は物語の種類によって相対的に決定される． 

ここで，分析的理解について，この数量関係物語

を例に述べる．学習者は，物語全体を与えられ，そ

れを数式として抽象化することを求められる．例え

ば，図 1の上部に示す物語が与えられ，物語の種類

が判別できると，その物語の持つ存在文，関係文を

図 1の下部に示す物語の役割に適用できる．その結

果，物語の数量関係を導出し，数式として抽象化で

きる．よって問題解決演習では，解を得るために必

要な情報がすべて与えられるので，典型的に分析的

理解が可能であると言える．しかしながら問題解決
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演習は，解を求めるために必要な，具体的な情報が

全て与えられた上で，問題の抽象的構造と照合する

活動であり，数量の大小関係，語句だけ，数値だけ

で答えを予測することもできてしまう(5)． 

3.2 数量関係的物語の生成的理解 

生成的理解では，物語の情報を逐次的に解釈し，

想定できる物語の候補として具象化していく．例え

ば図 2に示すように物語を逐次的に解釈するとする．

まず，1 つ目の文から，この文が存在文であること

は想定できるが，どの種類の物語の，どちらの種類

の存在文かはわからない．よって，この時点では物

語の種類は決まらない．しかし，2 つ目の文を組み

合わせると，2 つ目の文は文面から増加関係文であ

ると考えられ，物語を増加物語であると同定できる．

そして，増加物語の構成から，最後の存在文は自ず

と変化後存在文であると予測可能である．実際に，3

つ目の文は数量関係から変化後存在文となり得るも

のであり，予測が正しいことがわかり，物語の解釈

が確定する．問題作成演習では，例えば物語の一部

や，物語を抽象化された数式といった情報を条件と

して与えられ，そこから自分で文を考え，想定でき

る物語を一つ一つ，提示された条件に合うか検証し

ていくことが求められるため，生成的理解が求めら

れるといえる． 

以上の議論により，問題を解かせるよりは問題を

作成することによる演習のほうが，問題解決に対し

て重要な役割を持つ数量関係物語の構造をより意識

させるために有効であると言える． 

3.3 作問法の教授との対応 

筆者らは，三つの単文を組み合わせることによる

作問演習の支援システムを開発し，それを組み込ん

だ授業実践を行なってきている(6)．この授業におい

て担当教員が自発的に考案したのは，(1)制約となる

物語と演算を児童に提示，(2)単文を１つずつ児童に

提示し，その単文が制約を満たす問題の生成に必要

なものであるかどうかを考慮させるという教授であ

る．この(2)は，逐次的に提示される文で構成できる

物語を想定し検証することが求められ，生成的理解

そのものといえる．このように教育現場でも生成的

理解が重要であるとの認識もあり，このような考え

の下で学習支援システムも構築することは一定の効

果があると考えられる． 

 

4. おわりに 

本稿では情報構造指向の観点から理解を分析的理

解と生成的理解に分け，問題解決と作成の差異につ

いて考察した．また現場教員の作問法の教授の例か

ら，この考えが妥当なものである可能性を示した． 

今後はこの理解プロセスに基づいた作問シミュレ

ータの開発，単文統合型の作問におけるダミーカー

ドの洗練を行なっていく予定である． 
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図 2 生成的理解の一例（増加物語について） 

図 1 分析的理解の一例（増加物語について） 
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